
第 6章

結論

本研究ではう並列計算機の計算パワーによりう高速で精密な統計データ解析を行いうデータの持つ

特徴を自動的に抽出することを目的とした. また‘様々な環境で一般ユーザが使用出来ることを

目的とした.

第 2章ではう開発を行った統計データ解析手法の内容とうその並列プログラムについて述べた.

統計データ解析手法にはう大きく分けて目的変量を持つものと持たないものがある. またうその

目的変量が数値データか質的データか?目的変量を導き出すための説明変量が数値データか質的

データかによっても用いる手法が違う.本研究ではう基本統計量う重回帰分析う主成分分析う判別分

析う数量化理論 I類う数量化理論 II類うクラスタ分析のプログラムを開発したので 1 これらにより

データ形式により使い分けるべき手法が一通り網羅出来たと言える.

またう並列計算機の高速性を利用してう相関係数をもとめる処理を拡張しうデータの区間を区切っ

た細かい解析を行うことを可能にした.更に他の手法ではう全変量の組合せにおける解析なども

行えるようにした.

開発方法ではう汎用的に利用出来るシステムを日指しう通信ライブラリに MPIを用いた.MPI 

を用いて開発したことにより‘様々な並列計算機システム上で、の実行が可能となった.第 3章で

示したようにう実際に CP-PACSぅIlS/6000SP，パソコン・クラスタという異なる環境上でうプロ

グラムを変更すること無く実行出来ることを確認した.

第3章ではう開発した統計データ解析のプログラムを用いてう CP-PACS，RS/6000 SP，パソコ

ン・クラスタで、行った性能評価について述べた.

オーノくヘッドの面から性質の違う基本統計量う重回帰分析う主成分分析を用いてデータの変量数う

サンプル数を変えながら測定を行った.

その結果f 基本統計量では PVP-S¥V機構により高速なベクトル演算が出来7 ハイパクロスパ

構造でデータ転送の高速な CP-PACSが一番有利であるという結果が得られた

実行速度の比はう P=-8ぅ1¥1=-100ぅiV=-50000の時うパソコン・クラスタ:CP-PACS:RS/6000SP == 
1 : 14.041 : 1.154となった.

重回帰分析ではうブロードキャスト処理により頻繁にデータのやりとりをするため 7 通信速

度の遅いパソコン・クラスタでは非常に時間がかかりヲ実用的な時間では処理出来なかった. ま

た.本来一番高速な通信能力を持っているはずの CP-PACSがうJ¥!IPIを使い機種間有のチューニ

ングを行わなかったためかスペック通りの性能を発揮出来なかった. よってう重回帰分析では

RS/6000 SPが一番適しているという結果が待られた.

実行速度の比はう P=-8ぅj¥{=-100ぅlV=-50000の時ぅパソコン・クラスタ :CP-PACS:RS/6000SP == 
1 : 9.180 : 10.330となった.
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主成分分析では.処理の途中に通信処理を行っていない.よって‘計算の速度のみが全体の処

理速度に影響すると考えられる. しかし.本研究では コンパイラの関係で CP-PACSの P¥!P-

S¥¥ア機構が使い切れていない部分がありう RS/6000SPの方が高速に処理出来るという結果が得

られた.また『通信処理が無いおかげで PC数の増加による速度低下が小さくうパソコン・クラス

タでも実用的な時間で処理出来ることが分かった.

実行速度の比はう P=8.Al =100. JV =50000の時うパソコン・クラスタ:CP-PACS:RS/6000SP == 
1 : 3.204 : 3.984となった.

第4章で、は.システムを利用するために行った環境構築について述べた.

遠隔地から並列計算機システムを操作するインタフェースをう汎用的な利用を考慮しう Java及ぴ

HORBを用いて構築した.またう解析結果の理解を助けるための 3次元グラブ表示をう汎用的な

利用を考慮しう ¥7RIvILを用いて行った.

以上によりう遠隔地にある様々な環境のシステムからの統計データ解析システムの利用が可能と

なった. また、コンビュータや統計解析の専門家ではないユーザの利用や理解を助けられるよう

になった.

第5章ではう実際のデータ (HurWUl Devcloprllcnt Rcpor刈を用いて行った解析の結果につい

て述べた.

解析の結果，これまでの手法でも求められたような一般的な結果とともにう以下に示すようなもの

を一例としてう特徴的な結果もいくつか得られた.

相関係数を求める処理ではう GDPと国家の全支出に占める教育費の割合との間にう区間によって

正相関と負相関が現れる部分があるということをう自動的に発見することが出来た.

重回帰分析を行った結果からはう HDIという様々な指標から導き出す指標がう余命う教育， GDPと

いう指標によりほぼ説明日i来るということをう自動的に発見することが出来た.

その他にも様々な解析結果が得られうこのシステムの有用性が示された.

以上によりう並列計算機の計算パワーにより高速な統計データ解析を行いうデータの持つ特徴

を自動的に抽出することが可能になった.

またうl¥/IPI，.Java， HORBぅVRMLなどを用いて開発することによりう汎用性を確保することが出

来た.

更にう操作インタフェースの開発及び3次元グラフによる結果表示を行うことにより?一般ユーザ

の使用を容易にした.
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